ト[門]とト[戸]とト[外] by 蜂矢, 真郷
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ト
[
門
凵
と
ト
[
戸
凵
と
ト
[
外
凵
蜂
矢
真
郷
1
'
ト
C
門
]
二
、
ト
ロ
尸
]
三
、
ト
[外
]
四
、
ト
[
処
]
五
、
ッ
[津
]
H
[門
凵
・
.N
[戸
]
・
N
[外
凵
な
ど
に
つ
い
て
、
上
代
の
例
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
を
前
項
な
い
し
後
項
に
持
つ
複
合
語
を
含
め
て
挙
げ
、
検
討
す
る
。
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
ト
甲
類
で
あ
る
ト
[門
]
と
ト
[戸
]
と
は
、
通
常
、
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
ト
甲
類
で
あ
る
-N
[外
]
も
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ト
甲
類
の
も
の
も
ト
乙
類
の
も
の
も
見
え
る
ト
[処
」
に
つ
い
て
、
そ
の
甲
類
の
も
の
の
い
く
ら
か
は
、
H
[門
」
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
U
[門
・
戸
]
と
母
音
交
替
の
も
の
と
と
ら
え
る
説
の
あ
る
ツ
[津
]
は
、
母
音
交
替
と
と
ら
え
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ト
[門
]
と
ト
[戸
]
は
、
い
ず
れ
も
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
ト
甲
類
の
も
の
で
あ
り
、
通
常
、
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぼ
、
『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
(以
下
、
『上
代
編
』
と
示
す
)
に
は
、
①
門
。
家
の
外
郭
に
あ
る
入
口
。
あ
る
地
方
へ
入
る
入
口
を
も
い
う
。
(略
)
②
河
口
や
海
の
、
両
岸
が
迫
っ
て
門
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
形
。
(略
)
③
戸
。
門
・
出
入
口
・
窓
な
ど
に
た
て
る
も
の
。
(略
)
と
あ
り
、
ま
た
、
『岩
波
古
語
辞
典
』
に
は
、
《
ノ
ミ
ト
(喉
)
・
セ
ト
(瀬
戸
)
・
ミ
ナ
ト
(港
)
の
ト
に
同
じ
。
両
側
か
ら
迫
っ
て
い
る
狭
い
通
路
。
ま
た
、
入
口
を
狭
く
し
、
ふ
さ
い
で
内
と
外
を
隔
て
る
も
の
》
①
出
入
口
。
(略
)
②
狭
い
通
り
路
。
出
入
り
の
路
。
(略
)
③
水
の
出
入
口
。
瀬
戸
。
(略
)
④
家
の
出
入
口
や
窓
に
立
て
て
、
内
と
外
と
を
隔
て
る
も
の
。
(略
)
と
あ
っ
て
(右
に
「
(略
)
」
と
し
た
の
は
い
ず
れ
も
用
例
で
あ
る
)
、
『上
代
編
』
の
、
①
②
が
ト
[門
]
に
、
③
が
ト
[戸
]
に
当
た
り
、
ま
た
、
『岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
の
、
《
》
内
の
「
両
側
か
ら
迫
っ
て
い
る
狭
い
通
路
。」
の
部
分
お
よ
び
①
②
③
が
N
[門
]
に
、
《
》
内
の
「ま
た
」
以
下
お
よ
び
④
が
ト
[戸
]
に
当
た
る
。
本
稿
は
、
上
代
の
例
を
中
心
に
検
討
し
、
H
[門
]
と
司
[戸
]
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
加
え
て
ト
厂外
]
を
も
、
と
も
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、
卜
[
門
]
初
め
に
、
ト
[門
]
の
例
を
挙
げ
る
が
、
い
く
つ
か
に
分
類
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
家
や
家
の
外
郭
の
出
入
口
を
表
す
も
の
が
あ
る
。
マ
ド
[
窓
]
惣
闥
交
暎
上
末
土
(略
)
(新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
)
マ
ド
[窓
]
は
、
そ
こ
か
ら
家
の
外
を
見
る
N
[門
]
で
あ
り
、
「
《
マ
(
目
)
ト
(門
)
の
意
》
」
(
『
岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
)
と
さ
れ
る
。
マ
[
目
]
は
、
メ
[
目
]
の
被
覆
形
で
あ
る
。
　
わ
か
ど
か
た
や
ま
つ
ば
き
な
れ
カ
ド
[門
]
我
が
門
の
〈
和
我
可
度
乃
〉
片
山
椿
ま
こ
と
汝
わ
て
ふ
つ
ち
お
我
が
手
触
れ
な
〉
地
に
落
ち
も
か
も
(萬
四
四
一
八
・
防
人
四
四
四
二
歌
)　
お
ほ
ま
へ
を
ま
へす
く
ね
と
か
げ
ロ　
ロ
カ
ナ
ト
大
前
小
前
宿
祢
が
か
な
門
蔭
〈
加
那
計
加
宜
〉
か
く
よ
こ
あ
め
た
や
　
　
寄
り
来
ね
雨
立
ち
止
め
む
(記
允
恭
・
八
〇
)
カ
ド
[門
]
は
、
「門
。
表
口
。
前
庭
。
」
(『上
代
編
』
)
の
意
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「前
庭
」
は
、
力
鬥
[門
]
の
周
辺
で
は
あ
っ
て
も
、
カ
ド
[門
]
そ
の
も
の
の
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
カ
ナ
ト
は
、
「門
。
金
属
製
の
門
か
。
」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
が
、
「金
属
で
扉
や
柱
を
堅
め
飾
る
た
め
に
カ
ナ
戸
と
い
う
と
い
わ
れ
る
。
(略
)
カ
ナ
に
つ
い
て
は
な
お
考
慮
の
余
地
が
あ
ろ
外匸.　と戸匸,　と弓尸　5
う
。
L
(
『
上
代
編
』
「
考
」
の
欄
)
と
も
言
わ
れ
、
「
類
義
語
に
カ
ナ
ト
が
あ
る
。
」
(
『
上
代
編
』
カ
ド
[
門
]
の
項
)
と
も
あ
っ
て
、
力
州N
[
門
]
の
類
義
語
と
し
て
の
カ
ナ
ト
の
カ
ナ
を
カ
ネ
[
金
凵
の
被
覆
形
と
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
持
た
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
力
州N
[門
]
・
カ
ナ
ト
が
デ
[出
]
と
複
合
し
た
と
こ
ろ
の
あ
か
ご
ま
か
ど
で
力
圃
デ
[門
出
]
赤
駒
が
門
出
を
し
つ
〉
〈可
度
弖
乎
思
都
い
い
へ
辷
〉
出
で
か
て
に
せ
し
を
見
た
て
し
家
の
児
ら
は
も
(萬
三
五
三
四
・
東
歌
)
カ
ナ
睚
珸
隲
鳰
に
f
ち
し
韈
贓
の
か
な
蹕
雌
に
〈
可
奈
刀
但
ば
な
を
な
尓
〉
手
離
れ
惜
し
み
泣
き
し
児
ら
は
も
(萬
三
五
六
九
.
東
三
五
九
一
歌
)
の
例
と
を
合
わ
せ
見
た
場
合
に
、
カ
ド
デ
[門
出
凵
と
カ
ナ
ト
デ
と
は
同
様
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
見
ら
れ
て
、
つ
ま
り
、
カ
ド
[門
]
と
カ
ナ
N
と
が
同
様
の
意
を
表
す
か
と
見
ら
れ
て
、
カ
ナ
ト
が
金
属
製
の
門
な
ど
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
あ
を
や
ぎ
こ
こ
に
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
ヤ
ギ
[柳
]
「青
楊
の
〈安
え
だ
き
お
き
み
こ
わ
た
乎
楊
疑
能
〉
枝
伐
り
下
ろ
し
湯
種
蒔
き
ゆ
ゆ
し
き
君
に
恋
ひ
渡
る
か
あ
を
や
な
ぎ
う
め
も
」
(萬
三
六
〇
>>1)
・
ヤ
ナ
ギ
[柳
凵
「
青
柳
〈
阿
乎
夜
奈
義
〉
梅
は
な
を
　ニ
ゐハ
ニ
　
の
　
ン
ち
ぢ
と
の
花
を
折
り
か
ざ
し
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
」
(萬
八
二
一
)
と
、
こ
の
節
で
後
に
挙
げ
る
ミ
ト
[
水
門
]
・
ミ
ナ
ト
[水
八
二
五
門
]
と
で
あ
る
。
ヤ
ギ
[柳
]
と
ヤ
ナ
匪
[柳
]
と
は
同
様
の
意
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
ミ
ト
[水
門
]
と
ミ
ナ
ト
[水
門
凵
と
も
同
様
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ヤ
ナ
ギ
[柳
]
・
司
ナ
、N
[水
門
]
の
ナ
は
連
体
の
格
助
詞
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
カ
ナ
ト
の
ナ
は
連
体
の
格
助
詞
と
見
て
、
カ
ナ
N
は
力
団
[門
]
と
同
様
の
意
を
表
す
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
力
団
[門
]
・
カ
ナ
ト
の
カ
が
何
で
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
「《
カ
は
ス
ミ
カ
・
ア
リ
カ
の
カ
。
(略
)》
」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)、
「
「
か
」
は
「
あ
り
か
」
「す
み
か
」
な
ど
の
「
か
」
で
、
所
の
意
。
(略
)
L
(『古
語
大
辞
典
』
の
「語
誌
」
欄
、
夏
井
邦
男
氏
執
筆
)
と
さ
れ
て
い
て
、
確
か
に
そ
の
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
リ
カ
・
ス
ミ
カ
な
ど
の
よ
う
に
カ
が
複
合
語
の
後
項
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
カ
ド
[門
]
は
カ
が
複
合
語
の
前
項
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
直
ち
に
同
様
に
と
ら
え
て
よ
い
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
次
に
、
神
域
の
出
入
口
を
表
す
も
の
が
あ
る
。
　
ロヨ
カ
ム
ト
[神
門
]
所
三
)以
芳
三
)神
門
(一)者
神
門
臣
伊
加
曽
然
ロち
之
時
神
門
負
之
故
云
三
)神
門
(一)
(出
雲
国
風
土
記
.
神
門
郡
)
ロな
ロ
司
N
[
御
門
]
所
(レ
)造
三
)天
下
(一)大
神
之
御
門
即
右
三
)此
処
6
(一)
故
云
三
)三
刀
矢
(
一)
(同
・
飯
石
郡
)
カ
ム
ト
[
神
門
]
は
、
「
神
域
の
入
口
に
設
け
た
門
。
鳥
居
の
よ
う
な
も
の
か
。
」
(
『
上
代
編
』
)
、
「
神
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
へ
の
入
口
の
し
る
し
。
」
(
『
岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
)
と
さ
れ
、
和
名
類
聚
抄
・
元
和
古
活
字
本
に
、
地
名
「
神
門
加
無
止
」
(出
雲
国
郡
名
)
が
見
え
る
。
ま
た
、
ミ
ト
[御
門
]
は
、
地
名
「
三
刀
矢
」
の
起
源
の
説
話
の
例
で
あ
っ
て
ミ
ト
と
訓
ま
れ
、
「
大
神
之
御
門
」
と
あ
っ
て
カ
ム
N
[
神
門
]
と
同
様
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
の
出
入
口
を
表
す
も
の
が
あ
る
。
　　
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ト
.
オ
ホ
サ
カ
ト
・
キ
ト
自
三
)那
良
戸
(一v遇
三
)跛
盲
(一)
ぶ
　
　
　
ロ
ニ
自
三
)大
坂
戸
(冖)亦
遇
(二
)跛
盲
(})
唯
木
戸
是
掖
月
之
吉
戸
ト
而
(記
垂
仁
)
こ
れ
ら
の
「
那
良
戸
」
「
大
坂
戸
」
「
木
戸
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奈
ロ
ニ
良
・
大
坂
・
紀
伊
の
出
入
口
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
掖
月
」
「
吉
戸
」
の
「
戸
」
も
、
地
方
の
出
入
口
を
表
す
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
　
ロ　
ロ
ヨ
ミ
ド
[泉
門
]
亦
所
(レ
)寒
三
)其
黄
泉
坂
(】)之
石
者
号
三
)
ロゑ
ロ　
ロ
道
及
之
大
神
(一)
亦
謂
(二
)寒
坐
黄
泉
戸
大
神
(一)
(記
神
代
)
ヨ
ミ
ド
[泉
門
]
は
、
黄
泉
の
国
の
出
入
口
の
意
に
用
い
ら
れ
、
「
よ
み
の
く
に
の
入
口
。
」
(
『
上
代
編
』
)
と
さ
れ
る
。
地
方
の
出
入
口
を
表
す
例
と
し
て
右
に
挙
げ
た
が
、
黄
泉
の
国
は
黄
泉
の
神
の
支
配
す
る
地
域
で
も
あ
る
の
で
、
神
域
の
出
入
口
を
表
す
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
今
一
つ
、
水
の
出
入
り
す
る
所
を
表
す
も
の
が
あ
る
。
　
と
ロ　
ハ　
ロ
と
な
か
い
く
り
ト
[
門
]
…
…
由
良
の
門
の
〈
由
良
勝
計
能
〉
門
中
の
海
石
に
〈
斗
那
賀
能
伊
久
理
余
〉
..
....
(
記
仁
徳
・
七
四
)
淡
と
わ
た
か
ち
ま
わ
す
路
島
門
渡
る
舟
の
〈
刀
和
多
流
船
乃
〉
梶
間
に
も
我
は
忘
れ
い
へ
お
も
ず
家
を
し
そ
思
ふ
(萬
三
八
九
四
)
　
ヘニ　
　よハ
こ
の
ト
[門
]
に
は
、
複
合
語
と
し
て
で
は
な
く
単
独
で
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
が
、
単
独
の
も
の
も
、
N
ナ
カ
[門
中
]
な
ど
複
合
語
の
も
の
も
、
ト
[門
]
は
水
の
出
入
り
す
る
所
を
表
し
て
い
る
。
よ
な
か
ふ
ね
あ
は
み
ミ
ト
[水
門
]
夜
中
ぼ
か
り
に
船
を
い
だ
し
て
、
阿
波
の
水
と門
を
わ
た
る
(
土
左
日
記
)
　
　
み
な
と
う
し
ほ
く
だ
う
な
く
だ
ミ
ナ
ト
[
水
門
]
水
門
の
〈
瀰
儺
度
能
〉
潮
の
下
り
海
下
り
う
し
ろ
く
れ
お
ゆ
後
も
暗
に
置
き
て
か
行
か
む
(斉
明
紀
・
一
二
〇
)
あ
は
み
と
「
阿
波
の
水
門
」
(土
左
日
記
)
は
、
今
の
鳴
門
海
峡
に
当
た
る
。
ミ
ト
[水
門
]
・
ミ
ナ
ト
[
水
門
]
に
つ
い
て
は
、
先
に
力
州
デ
[
門
出
]
・
カ
ナ
ト
デ
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
が
、
ミ
ト
[水
門
]
は
、
1/
/
.L
.
「
水
の
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
。
河
口
な
ど
。
水
時
門
。
船
の
碇
泊
に
適
し
た
場
所
で
あ
る
。
ミ
ナ
ト
と
も
。
」
(
『
上
代
編
』
)
と
さ
れ
、
副
ナ
ト
[水
門
凵
は
、
「
①
水
の
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
。
河
口
・
湾
口
.
海
峡
な
ど
。
」
「②
河
口
な
ど
で
、
船
の
碇
泊
す
る
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
。
」
(
『
上
代
編
』
)
、
「
《
ミ
は
水
。
ナ
は
連
体
助
詞
。
(
略
)
両
側
か
ら
せ
ま
っ
た
出
入
口
》
」
(
『
岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
よ
う
外.　と　戸.　とRコ尸.　7
に
、
司
ナ
N
[水
門
]
の
ナ
は
連
体
の
格
助
詞
で
あ
り
、
両
者
は
同
様
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
ミ
ト
[水
門
凵
・
司
ナ
H
[水
門
]
の
ト
は
、
狭
い
水
の
出
入
口
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
司
は
、
水
の
意
を
表
し
、
ミ
マ
タ
[水
派
]
「
水
派
此
云
三
)美
麻
多
(一)」
(用
明
紀
二
年
)
や
ミ
ヲ
厂水
ほ
り
え
こ
か
ち
お
と
た
み
を
は
や
脈
]
「
堀
江
漕
ぐ
伊
豆
手
の
舟
の
梶
つ
く
め
音
し
ぼ
立
ち
ぬ
水
脈
速
み
か
も
〈
美
乎
波
也
美
加
母
>
」
(萬
四
四
六
〇
)
な
ど
の
ミ
で
あ
る
。
　
　
　
　
ま
た
、
司
ナ
N
[水
門
]
は
、
「
船
の
碇
泊
す
る
の
に
適
し
た
と
こ
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
ミ
ト
[水
門
]
・
ミ
ナ
ト
[水
門
]
は
、
お
も
ロわ
ロ
　か
な
　
ミ
ナ
ト
[港
凵
「思
ほ
え
ず
袖
に
み
な
と
の
さ
は
ぐ
哉
も
ろ
こ
し
舟
よ
　ば
か
り
　
の
寄
り
し
許
に
」
(伊
勢
物
語
、
和
歌
)
に
適
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
お
な
る
ナ
ル
H
[鳴
門
]
こ
れ
や
こ
の
名
に
負
ふ
鳴
門
の
〈名
尓
於
う
つ
し
ほ
た
ま
も
か
あ
ま
を
と
め
布
奈
流
門
能
〉
渦
潮
に
玉
藻
刈
る
と
ふ
海
人
娘
子
ど
も
(萬
三
六
三
八
)
ニ
エ
ハ
ゐハ
　
ナ
ル
N
[鳴
門
]
は
、
「潮
流
が
激
し
い
音
を
立
て
て
流
れ
る
海
峡
。
」
(『上
代
編
』
)、
「《
ト
は
両
側
か
ら
せ
ま
っ
た
狭
い
出
入
口
。
(略
)
》
」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
て
、
動
詞
ナ
ル
[鳴
]
「
…
貸
ひ
征
矢
の
そ
よ
と
囎
る
ま
で
〈
曽
与
等
奈
流
麻
塰
〉
囎
き
つ
る
か
も
」
(萬
四
三
九
八
)
の
終
止
形
ナ
ル
+
ト
[門
]
の
構
成
と
と
ら
四
四
二
二
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ナ
ル
[鳴
]
は
四
段
動
詞
で
あ
り
そ
の
終
止
形
と
連
体
形
と
は
同
形
で
あ
る
の
で
、
ナ
ル
U
[鳴
門
]
の
ナ
ル
を
連
体
形
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
イ
ヅ
ミ
[泉
]
「う
つ
は
ン
よ
ま
へ
い
つ
み
い
く
ほ
の
め
ぐ
り
掃
き
浄
め
て
あ
り
け
ぼ
、
前
よ
り
泉
出
で
来
る
」
(宇
津
保
物
語
・
俊
蔭
)
は
、
同
様
に
動
詞
+
名
詞
の
構
成
で
あ
る
、
つ
あ
を
や
ま
ひ
か
く
ま
り
、
下
二
段
動
詞
イ
ヅ
[出
]
「…
青
山
に
日
が
隠
ら
ば
ぬ
ば
た
よ
い
ま
の
夜
は
出
で
な
む
〈
用
波
伊
傳
那
牟
〉
…
」
(記
神
代
.
>>1)
+
副
[水
]
の
構
成
と
見
ら
れ
、
そ
の
場
合
に
、
イ
ヅ
は
終
止
形
で
あ
り
連
体
形
で
は
な
い
の
で
、
イ
ヅ
ミ
[泉
]
の
イ
ヅ
も
ナ
ル
ト
[鳴
　エ
　
門
]
の
ナ
ル
も
終
止
形
と
見
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
(終
止
形
と
見
た
も
の
は
、
被
覆
形
の
一
形
態
と
と
ら
え
る
方
が
、
さ
ら
に
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
)。
ま
セ
N
[瀬
戸
・
迫
門
凵
隼
人
の
薩
摩
の
瀬
戸
を
〈
薩
麻
乃
迫
門
乎
〉
雲
居
な
す
遠
く
も
我
は
今
日
見
つ
る
か
も
(萬
二
四二
八
)
　
　
　
セ
セ
N
[瀬
戸
・
迫
門
]
は
、
狭
い
ト
[
門
]
の
意
で
あ
り
、
「
狭
,
.
　門
。
両
側
が
迫
っ
て
門
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
場
所
の
意
。
」
「
①
川
の
渡
り
瀬
。
」
「
②
海
峡
。
」
(
『
上
代
編
』
)
、
「
《
セ
は
セ
シ
(狭
)
・
セ
マ
リ
(迫
)
・
セ
キ
(関
)
の
セ
、
(
略
)
》
」
(
『岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
)
と
さ
れ
、
和
名
類
聚
抄
・
高
山
寺
本
お
よ
び
元
和
古
活
字
本
に
、
地
名
「
勢
門
世
止
」
(
筑
前
国
糟
屋
郡
)
が
見
え
る
。
ま
た
、
セ
ト
「
…
い
灘
ら
す
詳
〈以
和
多
邏
素
西
渡
〉
飛
擺
朧
灘
に
響
り
灘
し
…
」
(神
代
紀
下
・
三
)
は
、
川
に
つ
い
て
の
例
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
『
岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
に
は
、
セ
ト
[瀬
戸
・
迫
門
]
の
セ
は
「
セ
シ
(狭
)
」
の
セ
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。
形
容
詞
セ
シ
は
、
上
代
の
例
が
見
当
た
ら
ず
、
と
こ
ろ
せ
中
古
に
は
ト
コ
ロ
セ
シ
「わ
が
た
め
は
ま
し
て
所
狭
き
に
こ
そ
あ
ら
お
も
め
と
思
へ
ば
」
(蜻
蛉
日
記
)
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ロえ
ロ
り
、
単
独
の
セ
シ
は
、
「人
の
心
ゑ
せ
く
し
て
口
さ
が
な
く
素
な
ほ
ぐ
さ
な
ら
ね
ば
」
(わ
ら
ん
べ
草
)
の
よ
う
に
近
世
ま
で
下
る
か
ら
で
あ
る
。
　こ
セ
シ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
e
コ
音
節
語
幹
の
形
容
詞
L
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
工
藤
力
男
氏
「上
代
形
容
詞
語
幹
の
用
法
に
つ
　ヨ
　
い
て
」
が
、
「
上
代
」
に
お
い
て
「
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
が
、
単
独
で
二
語
尾
を
と
る
こ
と
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
(シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
も
単
独
で
二
を
伴
う
こ
と
が
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
指
摘
せ
さ
れ
る
)
こ
と
が
重
要
で
、
「…
山
も
狭
に
〈
山
毛
世
尓
〉
咲
け
る
せ
あ
し
び
の
…
」
(萬
一
四
二
八
)
・
「
…
浜
も
狭
に
〈
濱
毛
勢
尓
〉
後
な
　
ヨ
ニ
ニ
れ
並
み
居
て
…
」
(萬
一
七
八
〇
)
な
ど
の
よ
う
に
、
上
代
に
お
い
セ
　
モ
　
　
て
、
～
モ
狭
こ
の
形
で
セ
[狭
]
は
単
独
で
二
を
伴
う
の
で
、
も
し
、
ク
活
用
形
容
詞
セ
シ
が
あ
れ
ば
そ
の
語
幹
セ
は
単
独
で
二
を
伴
う
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
り
、
ク
活
用
形
容
詞
セ
シ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。た
だ
、
こ
れ
は
上
代
に
お
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
別
稿
e
・
同
口
　
　
　
「語
幹
を
共
通
に
す
る
形
容
詞
と
形
容
動
詞
」
・
同
日
「語
基
を
共
　ゑ
ち
ん
通
に
す
る
形
容
詞
と
形
容
動
詞
L
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
マ
ロ
ニ
「
沈
け
づ
ぬ
き
す
を
ま
う
に
削
り
た
る
貫
簀
」
(宇
津
保
物
語
・
菊
の
宴
)
、
ユ
ル
ニ
ふ
ゆ
ふ
ぐ
れ
　　
　
「花
さ
そ
ふ
風
ゆ
る
に
吹
け
る
夕
暮
に
」
(同
・
国
譲
下
)
の
よ
う
に
、
下
る
と
宇
津
保
物
語
に
形
容
詞
マ
ロ
シ
[円
]
・
ユ
ル
シ
[緩
凵
の
語
幹
マ
ロ
・
ユ
ル
+
こ
の
例
が
見
え
、
ま
た
、
そ
れ
以
降
に
も
同
様
の
例
が
見
え
る
(室
町
時
代
の
抄
物
に
多
く
見
え
る
)。
因
み
に
、
『岩
波
古
語
辞
典
』
は
、
セ
ト
[瀬
戸
・
迫
門
]
の
セ
を
、
「
セ
シ
(狭
)
」
の
セ
と
す
る
と
と
も
に
、
「
セ
マ
リ
(迫
)
・
セ
キ
(関
)
」
の
セ
と
も
し
て
い
る
が
、
セ
マ
ル
[急
・
窮
凵
「五
箇
道
相
近
」
(石
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点
)
は
セ
ム
セ
マ
リ
つ
ゴ
お
く
も
ン
く
さ
よ
き
た
[責
・
迫
]
「…
と
り
続
き
追
ひ
来
る
も
の
は
百
種
に
せ
め
寄
り
来
る
〈
勢
米
余
利
伎
多
流
〉
…
」
(萬
八
〇
四
)
が
接
尾
辞
ル
を
伴
っ
八
〇
八
　
や
た
ち
と
な
み
せ
き
た
も
の
で
あ
り
、
セ
キ
[塞
・
関
]
「
焼
き
大
刀
を
礪
波
の
関
に
あ
す
も
り
へ
や
そ
き
み
と
ど
〈
刀
奈
美
能
勢
伎
尓
〉
明
日
よ
り
は
守
部
遣
り
添
へ
君
を
留
め
む
」
あ
す
か
が
は
せ
し
(萬
四
〇
八
五
)
は
セ
ク
[塞
]
「飛
鳥
川
堰
く
と
知
り
せ
ば
〈世
　
　
　
　
よ
ゐ
ね
こ
せ
し
久
登
之
里
世
波
〉
あ
ま
た
夜
も
率
寝
て
来
ま
し
を
堰
く
と
知
り
せ
ば
〈
世
久
得
之
里
世
婆
>」
(萬
三
五
四
五
・
東
歌
)
の
居
体
言
で
あ
る
。
ヨ
　
ゐハ
モ
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
㈲
「
対
義
語
ヒ
ロ
シ
・
セ
バ
シ
と
そ
の
　ヱ
周
辺
」
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
は
る
わ
ぎ
へ
さ
と
か
は
と
カ
ハ
ト
[
川
門
]
春
さ
れ
ば
我
家
の
里
の
川
門
に
は
〈
加
波
あ
ゆ
こ
ぱ
し
度
尓
波
〉
鮎
子
さ
走
る
…
…
(萬
八
五
九
)
八
六
三
r
-
-
,
外匸.　と　戸匚　と,-
,
m
--.
F匸　9
カ
ハ
ト
厂川
門
]
は
、
「《
(略
)
狭
い
通
過
点
》
川
の
両
岸
か
ら
せ
ま
っ
た
所
。
川
の
渡
り
場
。」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
。
以
上
の
ト
[門
]
は
、
既
に
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が
、
家
や
家
の
外
郭
の
出
入
口
を
表
す
も
の
も
、
神
域
の
出
入
口
を
表
す
も
の
も
、
地
方
の
出
入
口
を
表
す
も
の
も
、
水
の
出
入
り
す
る
所
を
表
す
も
の
も
、
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
狭
く
て
出
入
口
と
な
る
所
を
表
す
の
が
本
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
卜
[
戸
]
次
に
、
ト
[戸
]
の
例
を
挙
げ
る
。
　
　
　
し
り
と
ロ　
　
マ
ヘ
ツ
ト
・
シ
リ
ツ
ト
…
…
後
つ
戸
よ
〈斯
都
斗
用
〉
い
ゆ
た
が
ま
へ
と
ゆ
た
が
行
き
違
ひ
前
つ
戸
よ
〈
麻
幤
都
斗
用
〉
い
行
き
違
ひ
…
…
(記
崇
神
・
二
二
)
　
　
　
マ
ヘ
ト
マ
ヘ
ツ
ト
・
シ
リ
ツ
ト
は
、
「
家
の
表
口
。
前
H
ツ
目
門
。
」
(
『
上
代
シ
リ
ト
編
』
マ
ヘ
ツ
ト
の
項
)
、
「
家
の
裏
の
入
口
。
後
開
ツ
聞
門
。
」
(
『同
』
シ
リ
ツ
ト
の
項
)
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
ト
[戸
]
が
あ
る
可
能
　ゑ
性
が
高
い
。
土
橋
寛
氏
『古
代
歌
謡
全
注
釈
』
古
事
記
編
は
、
「前
の
戸
」
「後
ろ
の
戸
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ツ
は
、
連
体
の
格
助
詞
と
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、
マ
へ
[前
凵
は
、
メ
[目
]
の
被
覆
形
マ
+
へ
[方
]
も
と
き
み
お
も
で
す
ゑ
「…
本
へ
は
〈
母
登
幤
波
〉
君
を
思
ひ
出
末
へ
は
〈須
恵
幤
波
〉
い
も
お
も
で
妹
を
思
ひ
出
…
」
(記
応
神
・
五
一
)
の
構
成
で
、
シ
リ
[後
・
尻
]
+
へ
[方
]
の
構
成
の
シ
リ
へ
[後
方
]
「
背
揮
此
云
(二
)志
理
幣
提
爾
布
倶
(一)」
(神
代
紀
上
・
第
五
段
一
書
第
七
)
と
対
義
的
で
あ
る
が
、
マ
へ
[前
]
と
シ
リ
へ
[後
方
]
と
は
音
節
数
が
異
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
音
節
数
が
同
じ
で
あ
る
マ
へ
[前
凵
と
シ
リ
[後
・
尻
]
と
を
対
義
的
に
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
　
を
と
め
な
い
た
と
イ
タ
ト
[
板
戸
]
…
…
嬢
子
の
寝
す
や
板
戸
を
〈
那
須
夜
伊
多
斗
遠
〉
......
(記
神
代
・
二
)
イ
タ
ト
[板
戸
]
は
、
板
の
戸
と
見
ら
れ
る
。
　
　
あ
さ
と
ア
サ
ト
[朝
戸
]
・
ト
ノ
ト
[殿
戸
]
…
…
朝
戸
に
も
〈
阿
佐
い
ゆ
み
わ
と
の
と
妬
珥
毛
〉
出
で
て
行
か
な
三
輪
の
殿
戸
を
〈瀰
和
能
等
能
渡
塢
〉
(嵐
ホ神
紀
・
一
亠ハ
)
ア
サ
ト
[朝
戸
]
は
、
「朝
の
家
戸
。
朝
、
開
け
る
戸
。
」
(『上
代
編
』)
と
、
ト
ノ
ト
[殿
戸
]
は
、
「御
殿
の
入
口
。
殿
の
戸
。
ま
た
は
殿
の
戸
外
。
」
(
『上
代
編
』)
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
「ま
た
は
殿
の
戸
外
。
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
ト
を
、
ト
[戸
]
で
は
な
く
後
に
第
三
節
に
見
る
ト
[外
]
と
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
ア
サ
ト
の
ト
を
ト
[戸
]
と
し
、
他
方
で
、
ト
ノ
ト
の
ト
を
ト
[外
]
と
見
る
解
釈
は
如
何
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
ト
ノ
ト
の
ト
を
、
ト
[戸
]
と
見
る
こ
と
も
ト
[外
]
と
見
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
は
、
両
者
の
意
味
の
近
さ
と
い
う
点
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。
H
ジ
[刀
自
]
且
日
壓
乞
戸
母
其
蘭
一
莖
焉
鰹
瀧
碾
爺
翻
鞨
(允
恭
紀
二
年
二
月
)
0　
日
本
古
典
文
学
大
系
67
『日
本
書
紀
上
』
の
頭
注
に
、
「
ト
ジ
は
、
ト
ヌ
シ
(戸
主
、
家
の
入
口
を
支
配
す
る
女
の
意
)
の
約
。
」
と
あ
り
、
ト
ヌ
シ
[戸
主
]
の
約
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ト
サ
ス
[鎖
]
鑠
着
戸
佐
須
鑠
門
上
同
(新
撰
字
鏡
)
戸
締
ま
り
を
す
る
意
の
ト
サ
ス
[鎖
]
は
、
「《戸
刺
し
の
意
。
平
安
時
代
に
は
ト
サ
シ
と
清
音
》」
(『岩
波
古
語
辞
曲
ハ』)
と
あ
り
、
ト
ぬ
り
こ
め
と
ぐ
ち
[戸
]
+
サ
ス
[鎖
]
「翁
、
塗
籠
の
戸
を
さ
し
て
戸
口
に
を
り
」
(竹
取
物
語
)
の
構
成
と
見
ら
れ
、
ま
た
、
「肩
ト
サ
シ
(上
上
平
)」
(名
義
抄
・
観
法
下
九
二
[
47
ウ
]
)
な
ど
か
ら
見
る
と
、
院
政
期
に
は
ト
サ
ス
と
清
音
サ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ト
ザ
ス
と
ザ
に
濁
音
ト
ザ
ス
化
し
た
の
が
い
つ
頃
か
は
明
確
で
な
い
が
、
「鎖
」
(文
明
本
節
用
サ
集
)
と
あ
る
の
で
、
室
町
時
代
に
は
ト
ザ
ス
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ト
ビ
ラ
ロ
扉
]
闔
(略
)
合
也
閇
也
門
乃
止
比
良
(
新
撰
字
鏡
)
ト
ビ
ラ
[扉
凵
は
、
開
き
戸
の
意
で
あ
り
、
そ
の
ト
も
ト
[戸
]
　
う
ま
さ
け
と
見
ら
れ
る
。
ト
ビ
ラ
[扉
]
の
ヒ
ラ
は
、
ヒ
ラ
ク
[開
]
「
味
酒
み
わ
と
の
ン
あ
さ
と
お
び
ら
み
わ
と
の
三
輪
の
殿
の
朝
戸
に
も
押
し
開
か
ね
く於
辞
寐
羅
箇
禰
V
三
輪
の
殿
と
　
戸
を
」
(崇
神
紀
・
一
七
)
の
ヒ
ラ
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
と
見
ら
れ
る
が
、
ヒ
ラ
ク
[開
凵
の
ヒ
ラ
が
単
独
で
、
な
い
し
、
複
合
語
の
後
項
に
用
い
ら
れ
る
例
は
他
に
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
見
て
よ
い
か
ど
う
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
ヒ
ラ
カ
「平
瓮
此
云
三
)眦
邏
介
(一)」
(神
武
前
紀
)
の
よ
う
に
平
ら
の
意
に
用
い
ら
れ
る
ヒ
ラ
は
、
意
味
が
異
な
り
、
別
語
と
見
ら
れ
る
。
ヒ
ラ
ク
[開
]
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
「
開
ヒ
ラ
ク
(平
平
上
)」
(名
義
抄
・
観
法
下
七
四
[
38
ウ
]
)
の
よ
う
に
低
起
式
で
あ
り
、
ヒ
　
　
　
ラ
[平
]
の
そ
れ
は
、
「
弯
比
良
波
利
(上
上
上
上
)」
(同
・
図
二
八
三
)
の
よ
う
に
高
起
式
で
あ
っ
て
、
異
な
っ
て
い
る
。
金
田
一
法
則
に
よ
っ
て
、
「
《
あ
る
語
が
高
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
生
語
・
複
合
語
も
す
べ
て
高
く
始
ま
り
、
あ
る
語
が
低
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
　　
　
生
語
・
複
合
語
も
低
く
始
ま
る
》
」
と
さ
れ
て
い
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
高
く
始
ま
る
(高
起
式
の
)
ヒ
ラ
[平
]
と
、
同
じ
く
低
く
始
ま
る
(低
起
式
の
)
ヒ
ラ
ク
[開
凵
と
を
、
と
も
に
と
ら
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
以
上
の
ト
[戸
]
は
、
狭
い
出
入
口
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ト
[門
]
を
閉
じ
る
(ト
ヅ
[閉
])
も
の
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
、
ト
ヅ
[閉
]
「
三
者
諸
の
悪
道
を
閉
ヂ
て
、
善
趣
の
門
を
開
ク
、
」
(西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
・
春
日
政
治
氏
釈
文
)
の
ト
を
ト
[戸
]
と
見
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
　　
　
別
稿
㈲
「ダ
行
上
二
段
動
詞
語
彙
考
」
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ダ
行
上
二
段
動
詞
に
は
、
こ
の
ト
ヅ
[閉
]
の
他
に
、
ネ
ヅ
[捻
・
捩
]
「不
(レ)鳴
ヌ
雁
ノ
頸
ヲ
ネ
ヂ
テ
」
(今
昔
物
語
集
・
十
12
)
・
ヨ
ヅ
を
さ
と
は
な
た
ち
ば
な
ひ
よ
を
[攀
]
「
小
里
な
る
花
橘
を
引
き
攀
ぢ
て
〈
比
伎
余
治
弖
〉
折
ら
む
と
す
れ
ど
う
ら
若
み
こ
そ
」
(萬
三
五
七
四
・
東
歌
)
・
シ
コ
ヅ
シ
　
ヨ
　
しハよハ
　
[讒
]
「
相
ひ
讒
ヂ
諂
ヒ
ツ
・
」
(西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
ヘ
ツ
ラ
い
か
つ
ち
ひ
か
り
ご
と
初
期
点
・
春
日
政
治
氏
釈
文
)
・
オ
ヅ
[恐
・
怖
]
「雷
の
光
の
如
き
外匚　と　戸匸,Lと
　　尸匚　　　
み
し
に
お
ほ
き
み
つ
ね
た
ぐ
お
こ
れ
の
身
は
死
の
大
王
常
に
偶
へ
り
畏
づ
べ
か
ら
ず
や
〈
於
豆
閇
可
　　
　
ハ
ヂ
ニ
良
受
夜
>
L
(仏
足
跡
歌
二
〇
)
・
ハ
ヅ
[
恥
・
羞
]
「
愧
(レ
)己
怖
(レ
)
　ヨ
他
」
(東
大
寺
諷
誦
文
稿
)
な
ど
が
あ
る
が
、
上
代
・
中
古
に
見
え
る
、
名
詞
+
動
詞
化
接
尾
辞
ヅ
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
る
ダ
行
上
二
段
動
詞
は
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ヅ
[閉
]
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
「
閉
ト
ヅ
(平
上
)
」
(名
義
抄
・
観
法
下
七
五
[
39
オ
]
)
の
よ
う
に
低
起
式
で
あ
り
、
ト
[戸
]
の
そ
れ
は
、
「
戸
ト
(上
)
」
(
同
・
観
法
下
九
二
[
47
ウ
]
)
の
よ
う
に
高
起
式
で
あ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い
る
。
金
田
一
法
則
に
よ
っ
て
、
高
起
式
の
ト
[戸
]
と
、
低
起
式
の
ト
ヅ
[
閉
]
と
を
、
と
も
に
と
ら
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
因
み
に
、
ト
ヅ
[閉
]
の
類
義
語
で
あ
る
シ
ム
・
シ
マ
ル
は
、
上
代
・
中
古
に
お
い
て
、
シ
ム
「
帶
(略
)
オ
ビ
シ
ム
(略
)」
(名
義
抄
・
お
ほ
き
み
み
こ
し
ば
か
き
や
ふ
じ
ま
図
書
寮
本
)
・
シ
マ
ル
「大
君
の
御
子
の
柴
垣
八
節
結
り
〈夜
布
士
し
ま
も
と
ほ
き
し
ば
か
き
や
し
ば
か
き
麻
理
〉
結
り
廻
し
〈斯
麻
母
登
本
斯
〉
切
れ
む
柴
垣
焼
け
む
柴
垣
」
　
お
　
(
記
清
寧
・
一
〇
九
)
の
よ
う
に
締
め
る
意
・
締
ま
る
意
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
戸
を
シ
ム
[閉
]
、
戸
が
シ
マ
ル
[
閉
]
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
「
門
し
め
て
だ
ま
つ
て
ね
た
る
面
白
さ
」
(俳
・
炭
俵
)
・
「
も
〉
の
花
境
し
ま
ら
ぬ
か
き
ね
哉
」
(俳
・
猿
蓑
)
の
よ
う
に
、
近
世
ま
で
下
る
こ
と
、
別
稿
㈱
に
述
べ
た
。
三
、
卜
[
外
]
そ
し
て
、
ト
[外
]
の
例
を
挙
げ
る
。
　
う
ち
と
ひ
か
ト
[
外
]
大
宮
の
内
に
も
外
に
も
〈
宇
知
尓
毛
刀
尓
毛
〉
光
あ
る
ま
で
降
れ
る
自
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
(萬
三
九
二
六
)
　ニ
　
　
　
ト
[外
]
は
、
内
に
対
す
る
外
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
な
お
、
内
に
対
す
る
外
の
意
の
ソ
ト
[外
]
の
例
は
、
「室
町
時
代
以
降
、
古
く
か
ら
の
ト
に
代
っ
て
使
用
さ
れ
る
。
」
(
『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
山
人
は
花
を
ふ
み
て
や
か
よ
ふ
ら
む
う
つ
ぎ
か
き
ほ
の
ぞ
と
の
　ト
　
と
ほ
み
ち
(出
観
集
一
四
八
)
ホ
カ
ヲ
ソ
ト
、
イ
ヘ
ル
如
何
(名
語
記
)
の
よ
う
に
、
院
政
鎌
倉
期
か
ら
例
が
見
え
る
。
ソ
ト
[外
]
に
つ
い
て
、
『
日
本
国
111I
大
(}�
曲
ハ』
〔
第
二
版
〕
「
語
誌
」
欄
ω
は
、
語
源
は
、
「
そ
(背
)
つ
(
の
)
お
も
(面
)
」
(背
面
・
北
側
・
裏
側
)
か
ら
転
じ
た
「
そ
と
も
」
(同
)
が
「
せ
ど
(背
戸
)
」
へ
の
類
推
も
あ
っ
て
「
も
」
を
略
し
た
と
い
う
説
が
妥
当
か
(
↓
語
源
説
ω
)
な
　
と
す
る
。
こ
こ
に
言
う
ソ
ト
モ
[背
面
凵
は
、
ソ
[
背
]
+
ツ
〔
連
体
〕
+
オ
モ
[
面
凵
の
約
、
ソ
[背
]
は
セ
[背
]
の
被
覆
形
と
と
ら
え
ら
2　
れ
、
カ
ゲ
[光
]
+
ツ
〔連
体
〕
+
オ
モ
[
面
]
の
約
と
と
ら
え
ら
れ
る
カ
ゲ
ト
モ
[
影
面
]
と
対
義
的
に
用
い
ら
れ
る
。
な
お
、
カ
ゲ
ト
モ
[影
面
凵
・
ソ
ト
モ
[
背
面
]
に
つ
い
て
は
、
別
稿
㈹
「
タ
テ
　ま
[縦
]
・
ヨ
コ
[横
]
と
そ
の
周
辺
」
に
ふ
れ
た
。
ノ
ミ
ナ
ミ
　
ヲ
　
カ
ゲ
ト
モ
　ト
　
ノ
キ
タ
ヲ
ソ
ト
モ
ト
山
陽
日
二影
-
面
《
山
陰
日
二
北甲
面
一
(成
務
紀
五
年
九
ス
ク
ナ
マ
ロ
カ
ゲ
ト
モ
ノ
ミ
チ
月
・
熱
田
本
)
直
廣
肆
佐
味
朝
臣
少
摩
呂
為
二山
陽
使
[麻
]
ア
ハ
　
モ
　
チ
ソ
ト
モ
ノ
ミ
チ
者
一
直
肆
巨
勢
朝
臣
粟
持
為
二山
陰
使
者
一
(天
武
紀
下
十
四
年
九
月
・
北
野
本
)
右
の
後
者
の
例
で
は
、
カ
ゲ
ト
モ
ノ
ミ
チ
[山
陽
道
]
と
ソ
ト
モ
ノ
ミ
チ
[山
陰
道
凵
と
が
対
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『日
本
国
語
大
辞
曲
ハ』
〔第
二
版
〕
の
挙
げ
る
「語
源
説
ω
」
は
、
へ
外
は
と
〉
の
み
い
へ
り
。
背
面
を
外
面
と
心
得
た
る
よ
り
、
ノ
ヘ
へ
外
字
を
離
ち
て
、
そ
と
と
訓
む
は
俗
の
事
也
。
(橘
守
部
『雅
ソ
ト
モ
セ
言
考
』
)
背
面
ヲ
略
シ
テ
、
誤
用
セ
ル
語
ト
云
フ
。
或
ハ
、
背
ド
ソ
ト
門
ノ
転
力
、
或
ハ
、
背
外
ノ
意
力
。
(
『
大
言
海
』
)
の
よ
う
で
あ
る
。
右
の
「
語
誌
」
欄
な
ど
の
言
う
セ
ド
[背
戸
]
は
、
顯
昭
云
、
そ
と
も
と
は
う
し
ろ
と
云
事
也
。
(略
)
古
物
云
、
げ
す
の
家
に
は
し
り
へ
の
門
を
ば
せ
ど
〉
云
。
そ
と
せ
と
同
音
也
。
又
只
そ
と
〉
も
云
。
(袖
中
抄
+
九
)
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
ソ
ト
[外
]
と
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
が
、
ち
(く
ふ)
[群
せ
ど
の
か
た
に
、
米
の
散
り
た
る
を
食
と
て
、
す
ゴ
め
の
躍
り
錫
陣
〉
あ
り
く
を
(宇
治
拾
遺
物
語
)
あ
な
お
も
し
ろ
の
大
戸
や
せ
ど
や
中
戸
に
も
ゑ
か
き
た
り
(源
平
盛
衰
記
三
+
三
)
で
は
、
裏
の
出
入
口
(
の
戸
)
の
意
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ど
ロ　
ロ
小
家
ノ
後
薗
ヲ
セ
ド
、
ナ
ヅ
ク
如
何
コ
レ
ハ
背
戸
歟
背
广
歟
あ
は
や
し
み
つ
あ
き
ら
亦
賤
土
歟
(名
語
記
)
明
く
れ
ば
林
の
六
郎
光
明
が
せ
ど
を
と
ほ通
り
給
ひ
て
(義
経
記
)
で
は
、
裏
に
あ
る
庭
な
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
セ
ド
[背
戸
]
は
、
基
本
的
に
裏
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
直
接
に
ソ
ト
[外
]
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
に
く
い
。
他
方
、
ソ
ト
モ
[背
面
]
は
、
下
る
と
、
我
が
や
ど
の
ぞ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の
葉
の
し
げ
み
に
す
ず
む
夏
は
き
に
け
り
(新
古
今
二
五
〇
、
恵
慶
集
二
一
八
も
同
様
)
ね
や
の
う
へ
に
か
た
え
さ
し
お
ほ
ひ
そ
と
も
な
る
は
び
う
が
し
は
に
霰
ふ
る
な
り
(新
古
今
六
五
五
)
の
よ
う
に
、
外
の
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
結
局
、
セ
ド
[背
戸
]
の
影
響
も
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
ソ
ト
モ
[背
面
凵
が
、
裏
・
北
の
意
か
ら
外
の
意
へ
と
移
り
、
ト
[外
]
と
の
混
淆
に
よ
っ
て
、
ソ
ト
[外
]
が
生
ま
れ
た
と
見
る
の
が
よ
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
対
義
的
に
用
い
ら
れ
る
ウ
チ
[内
]
と
同
じ
音
節
数
に
し
よ
う
と
す
る
力
が
働
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
r
,
外匚　と　戸E　と　　F匸　M　
さ
て
、
ト
[外
]
の
例
を
続
け
て
挙
げ
る
。
ウ
チ
ツ
ク
ニ
ス
ラ
ト
ト
ツ
ク
ニ
邦
-
畿
-
之
-
内
、
尚
、
有
三
)不
(ど
給
者
殉
一)況
乎
畿
-
ッ
ク
ニ
グ
ニ
ヲ
ヤ
外
諸
国
耶
。
(仁
徳
紀
四
年
二
月
・
前
田
本
)
こ
れ
は
、
畿
内
に
対
す
る
畿
外
の
意
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ウ
チ
[内
]
と
ト
[外
]
と
が
対
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
畿
内
よ
り
み
て
外
の
国
を
い
う
。
近
畿
地
方
外
の
国
の
意
。
ウ
チ
ツ
ク
ニ
の
対
。
」
(『上
代
編
』)
、
「《
ツ
は
連
体
助
詞
》」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
。
N
ツ
ミ
ヤ
月
も
日
も
か
は
ら
ひ
ぬ
と
も
久
に
経
る
三
諸
の
山
と
つ
の
離
宮
所
〈礪
津
宮
地
〉
(萬
三
二
三
一
)
　ニ
ニ
　
　
U
ツ
ミ
ヤ
は
、
「行
宮
。
離
宮
。
旅
先
で
天
皇
の
泊
ら
れ
る
宮
殿
。
.
　外
・
ツ
ー
宮
。
」
(『上
代
編
』
)、
「《
ツ
は
連
体
助
詞
》」
「①
離
宮
。
」
「②
外
宮
(獄
く
)」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
る
。
H
司
悸
[鄙
人
]
斗
卑
等
乃
仇
能
在
言
爛
等
(二
十
七
詔
・
続
紀
天
平
宝
字
六
年
)
H
H
「ト
[鄙
人
]
は
、
「①
い
や
し
い
人
。
(略
)
②
い
や
し
い
ト
ヒ
ト
こ
と
。
(略
)
【考
】
ト
ヒ
ト
は
外
脯
人
で
あ
ろ
う
。
外
、
す
な
わ
ち
中
央
に
対
す
る
地
方
、
あ
る
い
は
特
定
の
人
に
対
す
る
そ
れ
以
外
を
蔑
視
す
る
気
持
か
ら
、
①
の
意
味
が
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
②
は
、
①
が
さ
ら
に
一
般
化
し
た
も
の
。」
(『上
代
編
』
)、
「《
外
(と
)
人
の
意
。
域
外
の
人
》」
(『岩
波
古
語
辞
典
』)
と
さ
れ
る
が
、
本
来
は
外
の
人
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
　
ひ
と
づ
ま
い
し
か
と
な
り
ト
ナ
リ
[隣
]
人
妻
と
あ
ぜ
か
そ
を
言
は
む
然
ら
ば
か
隣
の
き
ぬ
か
き
衣
を
〈
刀
奈
里
乃
伎
奴
乎
〉
借
り
て
着
な
は
も
(萬
三
四
七ニ　
二
・
東
歌
)
城
邑
聚
落
村
隣
市
肆
(略
)
隣
(略
)
訓
刀
奈
利
(略
)
　
　(新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
)
の
H
も
、
「《
ト
は
ト
(外
)
と
同
根
か
》」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
さ
れ
て
、
ト
[外
]
と
と
ら
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ト
[外
]
が
ト
[門
・
戸
]
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
ト
[外
]
は
、
狭
い
出
入
口
で
あ
る
ト
[門
]
や
、
そ
こ
を
閉
じ
る
ト
[戸
凵
を
出
た
所
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ト
[門
・
戸
]
と
と
も
に
と
ら
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。四
、
卜
[処
]
所
・
場
所
を
表
す
と
さ
れ
る
ト
[処
]
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
ト
甲
類
の
も
の
と
ト
乙
類
の
も
の
と
が
あ
り
、
些
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
ト
甲
類
の
例
の
中
に
ト
[門
]
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
い
く
ら
か
あ
る
。
シ
ナ
N
乃
吹
撥
之
氣
化
三
)爲
神
(一)
号
日
三
)級
長
戸
邊
命
(冖)
亦
日
三
)級
長
津
彦
命
(一)
是
風
神
也
(神
代
紀
上
)
科
戸
之
風
乃
天
之
八
重
乎
吹
放
事
之
如
久
(祝
詞
・
六
月
晦
大
祓
)
シ
ナ
H
は
、
「風
の
吹
き
起
こ
る
と
こ
ろ
。
シ
は
風
の
意
(略
)
。
ナ
は
連
体
格
を
構
成
す
る
助
,i
o
ト
n�
。
は
場
所
を
示
す
形
式
名
詞
。」
4　
(
『
上
代
編
』
)
、
「
《
シ
ナ
ト
は
「
息
(し
)
な
門
(と
)
」
で
、
風
の
吹
き
起
る
所
。
(略
)
》
L
(
『
岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
シ
ナ
ト
ノ
カ
ゼ
の
項
)
の
よ
う
に
、
風
が
吹
き
起
こ
る
所
を
表
す
と
さ
れ
る
が
、
風
が
吹
き
起
こ
る
所
と
言
う
よ
り
、
風
が
出
入
り
す
る
狭
い
所
と
と
ら
え
る
方
が
　め
　
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
シ
ナ
ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
「
級
長
戸
邊
命
」
・
シ
ナ
ツ
ピ
コ
ノ
ミ
コ
ト
「
級
長
津
彦
命
」
(神
代
紀
上
)
は
、
べ
「
邊
」
と
メ
と
を
バ
行
ー
マ
行
の
子
音
交
替
と
と
ら
え
、
メ
は
女
の
意
、
ピ
コ
「
彦
」
は
男
の
意
で
、
不
規
則
的
な
男
女
の
対
応
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
際
に
、
シ
ナ
ツ
ピ
コ
の
ツ
は
、
ト
[門
]
の
母
音
交
替
と
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
シ
ナ
ト
の
シ
は
風
の
意
で
、
ア
ラ
シ
[嵐
]
「
ぬ
ば
た
ま
　と
　
の
夜
さ
り
来
れ
ば
巻
向
の
川
音
高
し
あ
ら
し
か
も
速
き
〈荒
足
鴨
疾
>」
(萬
一
一
〇
一
)
・
「吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
ニ
　
　
べ
山
か
ぜ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
」
(古
今
二
四
九
)
は
、
形
容
詞
い
は
ね
あ
ら
し
ま
ね
ア
ラ
シ
[荒
]
「…
岩
が
根
の
荒
き
島
根
に
〈安
良
伎
之
麻
祢
尓
〉
や
ど宿
り
す
る
君
」
(萬
三
六
八
八
)
の
語
幹
ア
ラ
+
シ
[風
]
の
構
成
三
七
一
〇
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
ノ
ミ
ト
[喉
]
喉
吻
(略
)
上
(略
)
川
乃
美
土
(新
訳
華
　厳
経
}立
日
義
私
記
)
ノ
ド
[喉
]
一
テ
イ
ノ
ミ
ヅ
ヲ
エ
テ
ハ
ベ
リ
シ
マ
丶
ニ
ノ
ド
ヲ
ウ
ル
フ
ル
ハ
ベ
ラ
ズ
(法
華
百
座
聞
書
抄
)
　
　
ノ
ト
ト
ノ
ミ
ト
[
喉
]
は
、
「
(
略
)
語
源
が
飲
ミ
・
処
(ま
た
は
門
)
と
す
れ
ば
ト
甲
類
が
正
し
い
。
(略
)
」
(『
上
代
編
』
「
考
」
の
欄
)
、
「
《
「飲
み
門
(と
)
」
の
意
》
L
(
『
岩
波
古
語
辞
曲
ハ』
)
と
さ
れ
て
、
動
あ
を
や
な
ぎ
う
め
は
な
を
の
ン
ち
詞
レ
ム
[飲
・
呑
凵
「青
柳
梅
と
の
花
を
折
り
か
ざ
し
飲
み
て
の
後
ち
は
〈
能
弥
弖
能
辷
知
波
〉
散
り
ぬ
と
も
よ
し
」
(萬
八
二
一
)
の
連
　
　
に
い
　ト
ド
用
形
レ
ミ
+
ト
[門
]
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
ノ
ミ
ト
[
喉
]
の
ト
を
ト
[
処
]
と
見
る
こ
と
も
あ
る
が
、
飲
む
所
と
す
る
よ
り
は
、
飲
む
際
の
狭
い
入
口
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ノ
ド
[喉
]
は
、
ノ
ミ
ト
[
喉
]
の
約
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ト
然
者
吾
与
(レ
)汝
行
(二
)廻
逢
是
天
之
御
柱
(一)
而
為
三
)
美
斗
能
麻
具
波
比
(一)
鵬
翫
字
(記
神
代
)
故
其
八
上
比
賣
者
如
三
)先
期
(ご
美
刀
阿
多
波
志
都
鵬
翫
字
(同
)
ミ
ト
は
、
「
陰
部
。
ミ
は
接
頭
語
。
ト
は
門
ま
た
は
所
の
意
か
。
」
(
『
上
代
編
』
)
、
「
《
ミ
は
接
頭
語
。
ト
は
ト
ツ
ギ
(婚
)
の
ト
。
ア
タ
ハ
シ
は
当
の
意
の
動
詞
ア
タ
ヒ
の
尊
敬
語
》
」
(
『
岩
波
古
語
辞
典
』
ミ
ト
ア
タ
ハ
シ
の
項
)
と
さ
れ
、
そ
の
ト
は
、
ト
ツ
グ
[嫁
]
「
鷲
鵞
(略
)
或
鶺
鴒
迩
波
久
奈
布
利
日
本
紀
私
記
云
止
都
岐
乎
之
倍
止
利
」
(和
名
抄
・
廿
巻
本
+
八
)
の
ト
と
さ
れ
る
。
ミ
ト
お
よ
び
そ
の
ト
は
、
女
性
の
陰
部
を
表
す
が
、
こ
れ
も
、
所
の
意
と
言
う
よ
り
は
狭
い
出
入
口
の
意
で
あ
っ
て
、
そ
の
ト
は
ト
[処
]
と
と
ら
え
る
よ
り
N
[
門
]
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
や
は
り
女
性
の
陰
部
を
表
す
ホ
ト
[
陰
]
「
次
生
三
)火
之
r
-
-
,
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夜
藝
速
男
神
(一)腋
譁
に
字
(略
)
因
(レ
)生
三
)此
子
(一)
美
蕃
登
眦
龍
字
見
(レ
)炙
而
病
臥
在
L
(記
神
代
)
の
ト
は
ト
乙
類
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ち
ば
　
づ
コの
み
も
ン
ち
だ
や
に
は
は
、
例
え
ば
ホ
[秀
]
「千
葉
の
葛
野
を
見
れ
ば
百
千
足
る
家
庭
も
み
く
に
ほ
み
見
ゆ
国
の
秀
も
見
ゆ
〈久
余
能
冨
母
美
由
>」
(記
応
神
・
四
一
)
+
や
ま
と
ひ
と
も
と
す
す
き
う
な
か
ぶ
な
な
ト
[処
]
「…
山
処
の
〈夜
麻
登
能
〉
一
本
薄
項
傾
し
汝
が
泣
か
ま
さ
く
…
」
(記
神
代
・
四
)
の
構
成
な
ど
の
よ
う
に
、
別
に
考
え
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
五
、
ツ
[津
]
ロ　
ロ
ツ
[津
]
津
四
聲
字
苑
云
1
(略
)
和
名
豆
渡
(レ)水
處
(和
名
抄
・
廿
巻
本
+
)
ツ
[津
]
は
、
「船
の
泊
る
所
。
船
着
き
場
。」
(『上
代
編
』
)
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ツ
[津
]
を
、
「
《
ト
(戸
)
の
母
音
交
替
形
》」
(『岩
波
古
語
辞
典
』
)
と
見
る
説
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
ツ
[津
]
と
U
[門
・
戸
]
と
が
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
H
[門
・
戸
]
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
ト
甲
類
で
あ
り
、
ウ
列
と
オ
列
甲
類
と
は
交
替
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
点
か
ら
は
ツ
[津
]
と
N
[門
・
戸
]
と
を
母
音
交
替
と
見
る
可
能
性
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ウ
列
と
オ
列
甲
類
の
母
音
交
替
の
例
を
い
く
ら
か
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
ス
ミ
[真
澄
]
…
…
わ
が
目
ら
は
ま
す
み
の
鏡
〈
真
墨
乃
鏡
〉
…
…
(萬
三
八
八
五
)
ー
マ
ソ
ミ
…
…
我
が
持
て
る
ヨ
　
　
モ
ま
そ
み
鏡
に
〈真
十
見
鏡
尓
〉
…
…
(萬
三
三
一
四
)
　ニ
ニ
ニ
　
ツ
ガ
[樛
]
…
…
つ
が
の
木
の
〈
都
賀
乃
樹
乃
〉
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
…
…
(萬
三
二
四
)
ー
ト
ガ
…
…
と
が
の
木
の
ヨ
ニ
モ
〈刀
我
乃
樹
能
〉
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
…
…
(萬
九
〇
七
)
み
き
う
た
だ
ぬ
ヒ　
　
ニ
タ
ヌ
シ
[
楽
]
…
…
こ
の
御
酒
の
あ
や
に
甚
楽
し
〈
阿
椰
珥
于
多
娜
濃
芝
〉
......
(
神
功
紀
・
三
三
)
ー
タ
ノ
シ
…
…
み
き
み
き
う
た
だ
の
こ
の
御
酒
の
御
酒
の
あ
や
に
甚
楽
し
〈
阿
夜
迩
宇
多
陥
怒
斯
〉
......
(記
仲
哀
・
四
〇
)
く
り
は
し
ぬ
シ
ヌ
フ
[偲
]
…
…
栗
食
め
ば
ま
し
て
偲
は
ゆ
〈
麻
斯
提
斯
　
ゆ
農
波
由
〉
…
…
(萬
八
〇
二
)
ー
シ
ノ
ブ
…
…
家
に
も
行
く
に
し
の
　
　
　
か
め
国
を
も
偲
は
め
〈
久
尓
袁
母
斯
怒
波
米
〉
(記
允
恭
・
九
〇
)
　
み
や
ひ
と
あ
ゆ
ひ
こ
す
ず
ア
ユ
ヒ
[足
結
凵
宮
人
の
足
結
の
小
鈴
〈
阿
由
比
能
古
須
受
〉
　
　
あ
よ
ひ
た
つ
く
......
(記
允
恭
・
八
二
)
ー
ア
ヨ
ヒ
…
…
足
結
手
作
り
こ
し
つ
く
<
阿
庸
比
陥
豆
矩
梨
〉
腰
作
ら
ふ
も
(
皇
極
紀
・
一
〇
六
)
ナ
ユ
タ
ケ
ノ
〔
枕
詞
〕
な
ゆ
竹
の
〈
名
湯
竹
乃
〉
と
を
よ
る
御
子
…
…
(
萬
四
二
〇
)
ー
ナ
ヨ
タ
ケ
ノ
…
…
な
よ
竹
の
ヨ
ニ
ニ
　
〈
奈
用
竹
乃
〉
と
を
よ
る
児
ら
は
…
…
(萬
二
一
七
)
　
の
と
り
き
ざ
し
と
よ
こ
の
他
に
、
ノ
[
野
]
「
…
さ
野
つ
鳥
〈
佐
怒
都
登
理
〉
雉
は
響
む
…
」
(記
神
代
・
二
)
が
以
前
に
ヌ
と
訓
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
、
6　
ウ
列
と
オ
列
甲
類
の
母
音
交
替
の
上
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ツ
[津
]
と
ト
[門
・
戸
]
と
を
母
音
交
替
と
し
て
と
ら
え
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ヅ
ト
和
名
類
聚
抄
・
元
和
古
活
字
本
に
見
え
る
地
名
「～
津
」
「～
門
」
　レ
　
の
例
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ツ
ニ
フ
～
津
"
朝
津
阿
佐
布
豆
(越
前
国
丹
生
郡
)
、
會
津
阿
比
豆
(陸
奥
国
郡
名
)
、
石
津
伊
之
津
(美
濃
国
郡
名
)、
榎
津
衣
奈
都
(武
藏
ヲ
ブ
ス
マ
イ
チ
ハ
ラ
国
男
衾
郡
)、
濕
津
宇
留
比
豆
(上
總
国
市
原
郡
)
、
大
津
於
保
都
マ
ウ
ダ
(長
門
国
郡
名
)、
鹿
津
加
津
(上
總
国
望
陥
郡
)、
川
津
加
波
都
テ
シ
マ
(駿
河
国
安
倍
郡
)
、
桑
津
久
波
都
(攝
津
国
豊
島
郡
)
、
木
タ
カ
シ
マ
ク
ビ
キ
津
古
都
(近
江
国
高
島
郡
)、
高
津
多
加
都
(越
後
国
頸
城
郡
)、
深
津
布
加
津
(備
後
国
郡
名
)
、
藤
津
布
知
豆
(肥
前
国
郡
名
)、
イ
マ
ダ
チ
ホ
舩
津
布
奈
都
(越
前
国
今
立
郡
)
、
御
津
美
都
(參
河
国
寶
飯
ト
ヨ
ラ
ロ　
ロ
郡
)
、
室
津
無
呂
都
(長
門
国
豊
浦
郡
)
、
楊
津
也
奈
以
豆
(攝
津
カ
バ
ノ
ヘ
ホ
国
河
邊
郡
)、
度
津
和
多
無
都
(參
河
国
寶
飯
郡
)
、
置
津
乎
木
津
ナ
ガ
サ
ロ　
ロ
ク
ハ
ナ
(安
房
国
長
狹
郡
)、
尾
津
乎
都
(伊
勢
国
桑
名
郡
)
ト
ヤ
マ
ナ
シ
～
門
"
表
門
宇
波
止
(甲
斐
国
山
梨
郡
)、
神
門
加
無
止
(出
雲
国
郡
カ
ス
ヤ
名
、
再
掲
)
、
勢
門
世
止
(筑
前
国
糟
屋
郡
、
再
掲
)
、
田
門
多
土
ム
コ
(安
藝
国
安
藝
郡
)、
津
門
都
止
(攝
津
国
武
庫
郡
)、
長
門
奈
加
ヘ
グ
リ
度
(国
名
)、
長
門
奈
加
止
(安
房
国
平
群
郡
)
.　
な
お
、
～
ト
と
訓
の
あ
る
「～
戸
」
の
地
名
は
、
和
名
類
聚
抄
・
廿
巻
本
に
は
見
え
な
い
。
ツ
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
和
名
類
聚
抄
の
地
名
「～
津
」
の
前
項
　
「～
」
と
地
名
「～
門
」
の
前
項
「～
」
と
は
共
通
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ツ
[津
]
と
目
[門
]
と
を
母
音
交
替
と
し
て
見
る
の
は
や
や
難
し
い
と
見
ら
れ
る
。
右
に
地
名
「津
門
都
止
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「船
着
き
場
」
を
表
す
ツ
[津
]
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
狭
く
て
出
入
口
と
な
る
所
を
表
す
ト
[門
]
で
あ
る
土
地
を
意
味
す
る
か
と
見
ら
れ
て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
ツ
匚津
]
と
ト
[門
]
と
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
と
ら
え
る
地
名
と
と
ら
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
ツ
[津
]
と
ト
[門
]
と
を
母
音
交
替
と
見
る
こ
と
と
は
、
や
や
離
れ
た
例
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
H
「旧
刻
ツ
[広
津
]
遂
即
安
三
)置
於
倭
國
吾
礪
廣
津
曠
辭
殿
廊
邑
(一)
(雄
略
紀
七
年
、
地
名
)
第
一
・
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ト
[門
・
戸
]
は
、
狭
く
て
出
入
口
と
な
る
所
、
な
い
し
、
そ
れ
を
閉
じ
る
も
の
を
表
す
と
と
ら
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ツ
[津
]
は
、
形
容
詞
H
「
ロ
シ
[広
凵
の
連
体
形
を
上
接
す
る
こ
と
が
あ
り
広
い
こ
と
も
あ
る
所
で
あ
っ
て
、
ツ
[津
]
と
ト
[門
・
戸
]
と
が
同
様
の
意
を
表
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
矛
盾
し
た
例
と
言
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
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こ
の
例
を
見
る
と
、
ツ
[津
]
と
ト
[門
]
と
を
母
音
交
替
と
見
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
類
聚
名
義
抄
に
見
え
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
戸
ト
(上
)
(観
法
下
九
二
[
47
ウ
]
、
再
掲
)
肩
ト
サ
シ
(上
上
平
)
(観
法
下
九
二
[
47
ウ
]
、
再
掲
)
闔
ト
ビ
ラ
(上
上
○
)
(観
法
下
七
五
[
39
オ
]
)
外
ト
(上
)
(観
法
下
=
二
四
[
68
ウ
]
)
隣
ト
ナ
リ
(上
上
上
)
(
図
二
〇
四
)
ギ
卦
嫁
ト
ツ
グ
(上
上
平
)
(高
59
ウ
)
こ
れ
ら
の
ト
は
、
上
声
(高
い
ア
ク
セ
ン
ト
)
・
高
起
式
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ツ
[津
]
は
、
津
豆
(平
)
(図
三
八
)
の
よ
う
に
、
平
声
(低
い
ア
ク
セ
ン
ト
)
・
低
起
式
で
あ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い
る
。
金
田
一
法
則
に
よ
っ
て
、
高
起
式
の
H
[門
]
・
N
厂戸
」
・
同
[外
]
と
、
低
起
式
の
ツ
[津
]
と
を
、
母
音
交
替
と
と
ら
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
本
稿
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
ト
甲
類
で
あ
る
と
こ
ろ
の
同
[門
]
と
U
[戸
]
と
ト
[外
]
に
つ
い
て
、
狭
く
て
出
入
口
と
な
る
所
を
表
す
H
[門
]
と
、
狭
い
出
入
口
を
閉
じ
る
も
の
を
表
す
N
[戸
]
と
、
狭
い
出
入
口
を
出
た
所
を
表
す
ト
[外
]
と
し
て
、
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
、
ト
甲
類
と
ト
乙
類
の
も
の
が
あ
っ
て
些
か
わ
か
り
に
く
い
ト
[処
]
に
つ
い
て
、
ト
甲
類
で
あ
る
も
の
の
中
に
ト
[門
]
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
-N
[門
・
戸
]
と
母
音
交
替
と
と
ら
え
る
説
の
あ
る
ツ
[
津
]
に
つ
い
て
、
母
音
交
替
と
と
ら
え
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
　
　
　
な
お
、
前
稿
「
ト
[利
]
を
め
ぐ
る
語
群
」
に
と
り
挙
げ
た
ト
シ
[利
・
鋭
・
聡
]
・
ト
グ
[磨
]
の
ト
は
、
同
じ
く
ト
甲
類
で
あ
る
が
、
平
声
で
あ
り
、
本
稿
に
と
り
挙
げ
た
ト
[門
]
・
ト
[戸
凵
・
ト
[
外
]
が
上
声
で
あ
る
の
と
は
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
別
に
と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。(二
〇
〇
七
・
八
・
二
六
)
注(1
)
因
み
に
、
動
詞
終
止
形
+
名
詞
の
構
成
の
地
名
の
例
と
し
て
、
和
名
類
聚
抄
・
元
和
古
活
字
本
に
(高
山
寺
本
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
省
ヘ
グ
リ
略
す
る
)
、
四
段
動
詞
の
も
の
に
、
「飽
波
安
久
奈
美
」
(大
和
国
平
群
郡
)
、
ウ
ド
「會
星
安
布
保
之
」
(駿
河
国
有
度
郡
)
、
「
生
葉
以
久
波
」
(筑
後
国
郡
名
)
、
カ
ツ
マ
タ
ス
ミ
ヨ
シ
「勝
田
加
都
多
」
(美
作
国
勝
田
郡
)、
「住
道
須
無
知
」
(攝
津
国
住
吉
郡
)
、
ナ
カ
ア
サ
ヰ
「垂
水
多
留
美
」
(讃
岐
国
那
珂
郡
)、
「盆
田
末
須
太
」
(近
江
国
淺
井
郡
)
、
「結
城
由
不
岐
」
(下
總
国
郡
名
)
、
下
二
段
動
詞
の
も
の
に
、
「
出
石
伊
豆
志
」
(但
馬
国
郡
名
)
、
「
得
橋
宇
波
之
」
(加
賀
国
能
美
郡
)
、
「
撫
河
ツ
奈
都
加
波
」
(備
中
国
都
宇
郡
)
が
見
え
る
(上
二
段
動
詞
の
も
の
は
見
え
な
い
)
。
　H
(2
)
「萬
葉
」
囎
[8
0
H
・㊤
]
(3
)
『日
本
語
史
の
諸
相
工
藤
力
男
論
考
選
』
[H㊤
⑩
?
°。
汲
古
書
院
]
、
も
と
「
国
語
国
文
」
42
1
7
[1
97
3
・7
]
(4
)
『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
　
[2
0
0
3
・3
和
泉
書
院
]
(5
)
『同
』
　
[2
0
0
4
・3
同
]
(
6
)
ユ
ル
ニ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
日
に
ふ
れ
た
。
(
7
)
「萬
葉
」
鵬
冨
s
o
・7
]
(
8
)
[19
7
2
.1
角
川
書
店
]
(
9
)
金
田
一
春
彦
氏
O
「
現
代
語
方
言
の
比
較
か
ら
観
た
平
安
朝
ア
ク
セ
ン
ト
ー
特
に
二
音
節
名
詞
に
就
て
ー
」
(「方
言
」
7
1
6
ロ
㊤
巽
・昌
)
・
口
「
類
聚
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
声
符
に
就
て
」
(『日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』
[悼
O
O
一
・
H
吉
川
弘
文
館
]
第
二
編
二
、
も
と
橋
本
博
士
還
暦
記
念
会
『
国
語
学
論
集
』
口
㊤
農
・H
O
岩
波
書
店
]
)
・
日
「国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」
(
『日
本
語
立
日
鑿
日
調
史
の
研
究
・
[前
掲
]
第
=
編
一
、
も
と
.離
鴫
紕
言
語
民
俗
論
叢
』
ロ
㊤α
ω
・α
三
省
堂
]
)
参
照
。
引
用
は
、
金
田
一
氏
日
に
よ
る
。
(10
)
「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
7
[
19
9
0
・1
1
]
(1
)
国
宝
「仏
足
石
」
に
対
し
て
、
国
宝
「仏
足
跡
歌
碑
」
で
あ
る
の
で
、
「
仏
足
石
歌
」
と
せ
ず
「
仏
足
跡
歌
」
と
し
た
。
(
12
)
ヒ
ヅ
・
モ
ミ
ヅ
は
、
本
来
、
ヒ
ツ
[漬
]
。
モ
ミ
ツ
[黄
葉
]
の
よ
う
に
清
音
ツ
で
あ
り
、
ヒ
ツ
・
モ
ミ
ツ
は
上
二
段
動
詞
で
は
な
く
四
段
動
詞
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
な
い
。
別
稿
㈲
参
照
。
(13
)
こ
の
歌
謡
は
仏
足
跡
歌
体
で
あ
る
。
な
お
、
注
(1
)
参
照
。
(14
)
ソ
ト
モ
[背
面
]
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮
地
敦
子
氏
『身
心
語
彙
の
史
的
研
究
』
ロ
竃
?
H
H
明
治
書
院
]
第
一
部
第
五
章
、
も
と
「対
義
語
の
消
長
」
(「国
語
国
文
」
37
1
7
卩
8
8
.7
]
)
を
も
参
照
。
(15
)
「
語
文
」
(大
阪
大
学
)
86
[2
0
0
6
.6
]
(16
)
余
談
で
あ
る
が
、
白
土
三
平
の
劇
画
『
カ
ム
イ
伝
』
の
登
場
人
物
に
、
シ
ナ
ド
「
風
の
ト
エ
ラ
」
と
い
う
名
の
抜
忍
が
い
る
。
白
土
の
描
く
忍
者
の
名
に
は
、
『
ワ
タ
リ
』
に
登
場
す
る
セ
セ
ナ
ギ
(類
聚
名
義
抄
「溷
」
字
の
訓
に
「
セ
・
ナ
キ
」
と
あ
る
)
の
よ
う
に
、
他
に
も
古
語
が
見
え
る
。
(17
)
そ
れ
ぞ
れ
、
高
山
寺
本
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
省
略
す
る
。
(18
)
「親
和
国
文
」
　
[20
0
7
・3
]
キ
ー
ワ
ー
ド
"
ト
[門
]
ト
[戸
]
ト
[外
]
ト
[処
]
ツ
[津
]
付
記
本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
五
日
(土
)、
第
十
一
回
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
大
会
に
お
い
て
、
講
演
し
た
も
の
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
一
部
、
時
間
の
関
係
な
ど
か
ら
講
演
に
お
い
て
述
べ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
(大
阪
大
学
大
学
院
教
授
)
r
-
-,
外匸.　とr-
,
戸匸.　と
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